
主要
施策

項目 重点項目 具体的施策 達成目標 達成度 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携

適切な実態把握に基づ
く、自立活動の充実や
類型を意識したカリ
キュラムマネジメントの
推進

（教育課程）
○個別の教育支援計画や個別の
指導計画を活用し、一人ひとりに
応じた指導・支援の充実を図る。
（自立活動）
○実態に応じた相談、健診、研修
を活用し、自立活動や各授業に生
かす。

（研究推進）
○研究テーマ『生き方を豊かにす
る力を育む授業～教科等の系統
性（小学部－中学部－高等部）に
着目して～』に基づく授業づくりを
目指し、授業研究に取り組む。

○これまでの指導・支援の評価や
実態把握を踏まえて、ＰＤＣＡサイ
クルで個別の教育支援計画や個
別の指導計画を作成する。

○各相談において、授業の中で相
談内容を生かすことができるよう
に、クラスでの話し合いを提案す
る。
○クラスで助言内容を確認後、職
朝くんを活用して閲覧を呼びかけ、
学校全体で情報を共有する。

○アセスメントチェックリストの活用
について、クラス研や研究全体会
を通して理解を深める。
○『見て学ぶ』公開授業を実施す
る。
○クラス研の中で自分の実践につ
いて話題提供し、テーマをもとに話
し合う。

○研究全体会を実施する。

○過去の評価を活かして、個別の
教育支援計画や個別の指導計画
の目標や手立てを検討し、設定す
る。

○助言内容を参考に、実態に応じ
た取り組みを、自立活動や各授業
の中で生かす。

○助言内容を共有することで、知
識を広げたり、日々の実践に活用
したりする。

○アセスメントチェックリストの内容
や発達項目を理解し、実態と照ら
し合わせチェックする。
○題材設定や支援方法について
知り、自分の授業づくりに活かす。
○自分の実践について振り返り、
良い点や改善点に気づき、自分の
今後の実践に活かす。

○研究全体会を通して学んだこと
を、授業づくりにつなげる。発達段
階の特徴について、理解する。

87%

○必要に応じて検討会などで過去の支
援計画、指導計画の評価を見ながら、
次の目標手立てを検討することができ
た。

○相談内容や助言内容の確認など、
各クラスで話し合い、各授業の中で生
かすことが概ねできた。

○職朝くんを活用した閲覧について
は、職朝くんにあげる時期が遅くなった
ことが課題であるが、情報の共有は概
ねできた。
○G研や研究全体会を通して、理解を
深めることができた。

○見学体制作りを行い、毎月開催する
ことができた。
○年度初めに計画をたてることで、クラ
ス内で満遍なく授業について話し合うこ
とができた。また、毎回テーマを設ける
ことで、授業者の悩みに寄り添って深く
話し合うことができた。
○研究授業の公開日を複数回設定し、
多くの教員が研究全体会までに授業を
参観することができた。

○次年度も継続して取り組んでいく。

○各相談の活用、相談票の提出等の
流れがスムーズになってきている。職
朝くんに１月毎にあげるようにし、今後
も、自立活動が深まるよう、学校全体
の情報共有に努める。

○今年度の取り組みを継続する。ま
た、来年度の研究発表会に向けて、さ
らに取り組みの内容を深めていく。

○個々に応じた丁寧な指導支援が
なされてる。引き続き子どもたちの
学力向上に向け取り組んでほし
い。

（小学部）
○児童個々の実態を考慮して、適
切なICT機器を選択し、児童の自ら
選択して楽しむ力を育成する。

○児童個々の実態や活動に応じ
て、適切なICT機器を選択し、活用
の仕方を指導する。

○様々な経験を通して児童が自ら
の好きなものや活動に気付き、相
手に伝える活動を設定する。

○授業で、VOCA、iPad、スイッチ
など、個々の実態に応じたICT機器
を使用し、適切な活動を設定する。

○児童が、自らの好きな活動を選
択する場面を設定する。

90%

○自立活動、各教科などで、児童の実
態に応じて、視線入力やiPad、VOCA等
のICT機器を使用した適切な活動を設
定することができた。
○よかよかタイムを中心に、様々な授
業で児童が好きな活動を選択する場面
を設定できた。

○来年度も継続して取り組み、児童の
実態に応じた適切なICT支援機器の選
択や活用力の育成、自己選択、自己決
定力の育成に努める。

（中学部）
○積極的に学校からの情報を発信
し、開かれた学校を目指す。

○校内の掲示板や日々の連絡
帳、ホームページの中学部の様
子、Google Classroomで配信する
学部通信等で、学校における学習
内容等を家庭に伝達し、共有す
る。

○掲示板では、中学部全体の教育
活動について発信する。連絡帳や
学部通信では、各生徒の学習につ
いて、より具体的な内容の伝達を
する。さらに、ホームページで日頃
の学習内容を写真付きで発信し、
生徒の様子を伝達する。

88%

○日々の学習や行事についての様子
を学部通信やホームページで保護者
等に発信できた。

○来年度も継続して取り組んでいく。

（高等部）
○授業の取組や案内等の発信な
どを積極的に行い、開かれた学校
を目指す。

○日々の連絡帳や授業の様子を
ホームページやGoogleclassroom
で配信し、保護者や地域に向けて
情報を発信する。

○毎日の連絡帳で授業の様子等
を記入する。
○生徒の様子を載せた学部通信
の発行やホームページの更新を行
う。

90%

○日々の活動の様子を連絡帳やホー
ムページなどのツールを利用して積極
的に情報発信することができた。

○来年度も継続して取り組む。

○生徒の学習でICT機器の活用場面な
どを検討し、設定する。

（デジタル化の促進　ICT）
○ICT機器の活用の促進と、その
効果の周知を行う。

○校内で使用されているICT機器
やiPadのアプリを展示し、紹介を行
う。

○職員に対してのアンケートの結
果で「活用が増えた」という項目に
5割以上の結果を得る。 86%

○「活用頻度が増えた、日常的に活用
している」と回答した人を合わせると約
7割という結果になった。

○パソコン室に置いているICT機器や
iPadで使用できるアプリなどの使い方
を知る機会を定期的に開いたり、ICT便
りなどを職員向けに作成したりする。

（小学部）
○日々の授業を通して、自分の気
持ちを表現する力や互いの存在を
認め合い友達に働きかける心を育
てる。

○学部全体やクラスを超えた学習
集団等を適切に編成する。

○それぞれの集団学習の中で、児
童が他者と関わる力をつけられる
ような内容や場面を設定する。 91%

○よかよかタイム、体育、生活、あそび
しごとを中心として目標や学習活動に
応じて柔軟な集団編成を行った。それ
ぞれの集団学習の中で児童が他者と
関わる場面や内容を設定することがで
きた。

○来年度も、目標や学習内容に応じて
適切な学習集団を編成し、他者と関わ
る力の育成に努める。

（中学部）
○人とのふれ合いを通し、コミュニ
ケーションの力や相手を思いやる
心を育てる。

○道徳や社会体験学習、日々の
授業や学校行事の中で、多くの人
と関わり合いを広げる。

○学校内外の多くの人と関わる機
会を設け、生徒自身がコミュニケー
ション力を発揮し、相手とつながる
体験をする。

92%

○学部外の教師とやり取りできる環境
の設定や、町の先生を活用した学校外
の人との交流を取り入れた。自分たち
の持てる力を発揮したやり取りを行うこ
とができた。

○来年度も、継続して学校内外の人と
関わり、自身のコミュニケーション力を
発揮して、他者と関わる取り組みを実
践していく。

(高等部）
〇日々の学習や、他校、地域の方
との交流を通して、コミュニケーショ
ンの力を伸ばしたり、相手を思い
やる心を育てたりする。

○日々の学習や交流学習、校外
学習、現場施設実習などの活動
で、多くの人と関わりを持つ。

○校内外問わず、多くの人と関わ
りを持ち、生徒自身がコミュニケー
ション力を発揮し、自分の考えを伝
えたり、他者の考えを知る機会を
多く設定したりする。

88%

○日々の活動の中で、校内だけでな
く、校外の方とも多く関わりを持つこと
ができた。学校紹介の内容など、自分
たちで考え、発信できた。

○交流学習も行えるようになったので、
来年度も継続してコミュニケーション能
力の育成に努める。

○個々の状況に応じた配慮及び行
事に係る健康管理を行う。

○会議や研修で児童生徒の健康
に関する情報共有をし、全職員で
共通理解を図る。

○校内における児童生徒の健康
に関する情報共有、学校と医療の
連携を図る。

○日頃の健康管理や緊急対応、
安全に行事等を行えるよう、教職
員に啓発等を行う。

88%

○研修で各子どもの概略について共通
理解できる場の設定が行えた。また、
学校医をはじめとした医療機関との繋
がりを綿密にとり、児童生徒の健康管
理を行えた。
○水泳指導も校医と連携を取り健診な
ど打ち合わせを行い、安全に行えた。

○来年度も保健・医療的ケアの書類を
随時見直し、改善する。

○児童生徒の安全の為、研修や啓発
を行う。

○引き続き児童生徒の健康安全に
配慮し教育活動に取り組んでほし
い。

○「医療的ケアBOOK（教職員用ハ
ンドブック）」を活用し、看護師や養
護教諭、教職員間の役割分担と連
携を円滑に行う。

○「医療的ケアBOOK（教職員用ハ
ンドブック）」の活用について周知
でき、担任クラスの児童生徒の安
全な医療的ケアの実施に役立て
る。

77%

○｢医療的ケアBOOK｣を用いた校内研
修で日常的な活用を呼びかけた。ま
た、インシデント・アクシデントの再発防
止策として、複数チェックの体制を当
BOOKで確認し、周知した。今後も適宜
課題を分析し、安全な医療的ケアの実
施に努める。

○役割分担と連携の在り方や対応を確
認し、平常時の安全な医療的ケアの実
施体制を整備する。また、校内の危機
管理課と共同し、緊急時や災害時を想
定した対応訓練等を計画実施し、対応
力ある医療的ケア体制を構築する。

○安全な医療的ケアの実施に向け
引き続き体制整備を推進していく
必要がある。

○個々の口腔機能を把握し、適切
な食形態や摂食指導の方法を考
える。

○各教科や給食で日本の伝統的
な食文化を学ぶ。

○保護者や教職員間で連携し、
個々の実態や課題を明確にしたう
えで安全な摂食指導を行う。

○日本や外国の行事食について
の授業をしたり、給食で行事食や
郷土料理を提供することで、伝統
的な食文化を継承する。

90%

○給食時間にてインシデントアクシデン
トが発生しなかったことから、こまめな
情報共有や引継ぎを心がけ、安全に摂
食指導を行うことができていたと考えら
れる。
○調理実習を行うクラスが増えた。そ
の他の教科でも、食を題材にした授業
が実施されていた。
○年度初めや、他クラスに応援に入る
際、普段どのように摂食指導を行って
いるか分からず困っている姿を見ること
もあった。

○来年度以降もST相談等を積極的に
活用し、定期的に児童生徒の実態を把
握する。
○摂食に関する研修も随時実施し、学
校全体での知識向上を図る。
○教職員、栄養教諭、地域、企業等が
連携し、児童生徒にとってよりよい食に
関する指導を計画し、実施する。
○給食時間の取り組みや食形態に関
する引継ぎの作成や、置き場所を統一
し、誰が摂食指導に入っても安全な給
食時間を過ごせるよう徹底する。

○安全な摂食指導と本校の実態に
応じた食育の推進に次年度も取り
組んでほしい。

（キャリア教育）
○児童生徒の発達段階や発達課
題を踏まえたキャリア教育の推進・
充実を図る。

○キャリア教育全体計画における
児童生徒に身に付けさせたい資
質・能力を踏まえて、教育活動を展
開する。

○各授業の目標や活動と関連する
資質・能力を年間指導計画に明記
し、実践する。 85%

○各授業の目標や活動と関連する資
質・能力を年間指導計画に明記し、実
践し、年度末に振り返り評価することが
できた。

○来年度も継続して実践し、評価して
いく。

（進路）
○個々の適正や希望、課題等を把
握し、一人ひとりの願いに応じた進
路先の開拓に努め、本人と保護者
の進路選択・進路決定を指導・支
援する。

○担任や保護者と共有しながら、
関係諸機関と連絡を密にする。進
路説明会や福祉合同説明会、進
路便りの発行や面談を実施し、情
報を提供する。

○関係諸機関と連携協力し、進路
先の選択肢を広げる。本人と保護
者の願いを理解し、進路選択・進
路決定に役立つ情報を提供する。 85%

○本人と保護者の願いの理解に努め、
進路先の開拓を目指した。来年度以降
の卒業生の進路先候補を開拓し、選択
肢を広げるとともに、進路決定に役立
つ情報を提供していく必要がある。

○進路先の開拓の他、既存の進路先
に本校児童生徒のニーズを伝達して理
解を深め、選択肢の幅を広げる。また、
本人と保護者へ情報発信し、積極的な
進路先検討を呼びかける。

一歩進んだセンター的
機能の充実

（センター的機能）
○本校の特別支援教育に関する
専門性の向上を目指す。

○特別支援教育における地域のセ
ンター的機能の充実を図り、教育
相談、巡回相談、学校園等コンサ
ルテーション、特別支援教育実践
講座の企画など、各事業を円滑に
実施する。

○本校の教員がセンター的機能に
関われることができるよう学校園等
コンサルテーションの同行を実施
する。
○要請のあった学校園の支援体
制に応じて段階的に学校園等コン
サルテーションを実施する。
○特別支援教育実践講座の実施
（９講座）運営をする。

○市内の肢体不自由のある幼児・
児童・生徒、肢体不自由学級担
任、保護者に対する相談を充実さ
せる。

○同行した教員の学校園等コンサ
ルテーションへの理解が深まる。

○経験の浅いコーディネーターに
対し、コーディネーターの仕事につ
いて助言する。
○実践講座の参加申し込みや研
修会後のアンケートについて
Googleフォームを活用する。
○市内の肢体不自由のある幼児・
児童・生徒、肢体不自由学級担
任、保護者と継続した関わりが持
つ。

91%

○学校園等コンサルテーションに同行
した教員（同行人数：１２名）のアンケー
トから、理解が深まり、意義があったと
いう意見が多数あった。
○コーディネーターの仕事についての
実践講座を開き、助言する機会をもつ
ことができた。
○実践講座では、Googleフォームを活
用したが、例年より申し込み者が少なく
なったことが課題である。
○要請に応じて学校園等を訪問し、指
導や支援、進路の相談を受けるなど、
継続した関わりを持つことができた。

○学校園等コンサルテーションに同行
できていない教員にも呼びかけ、さらに
理解を深めていく。

○本校主体でコーディネーター養成の
研修を企画検討する。

○実践講座の申し込み者が増えるよう
に、Googleフォームと申込用紙の併用
等を試みる。
○来年度も要請に応じ関わりを持つと
ともに、肢体不自由学級に向けて、校
内の研修への参加を呼びかけたり、研
修会等を企画したりする。

○引き続き市内のセンター的役割
を積極的に担っていく。

人材育成

（研究推進）
○肢体不自由特別支援学校教員
としての専門性を高めるため、校
内研修を斡旋し、取りまとめる。

○数年スパンでの校内研修実施
計画を進める。
○校内研修の内容を精選する。
○実施状況を取りまとめる。

○研修を受けて自分の実践に活
かす。

88%
○計画していた研修は、実施できた
が、研修３カ年計画の全項目を網羅す
ることは難しかった。

○各部会のニーズを整理し、次年度か
らの研修３カ年計画を新たに計画した。

○教員の専門性や指導力向上の
ため効果的な研修を計画的に実施
していくことが必要である。

○学校運営協議会の委員に地域
自治会の方を加え、地域への発信
力を高めると共に学校の現状を
知ってもらい連携体制の構築を図
る。

○ホームページ等で本校の広報を
行うとともに、オープンスクールを
年間２回実施する。

○学校運営協議会での取り組みを
コミュスクだよりの発行や職員合同
研修等により保護者や職員と共有
する。

○より幅広い関係機関に案内し、
オープンスクールへの参加者数を
増やす。

88%

○コミュスクだよりを年4回（予定含）発
行し保護者と教員に活動を周知でき
た。

○年間2回のオープンスクールを実施
し、2回目において、要望のあった範囲
に案内対象を広げ、多くの来校希望者
に対応できた。本校を知りたいという声
に今後も対応したい。

○災害対応や防災教育等の学校課題
について運営協議会と共有し地域や行
政により働きかけながら取り組みを進
める。

○来年度以降、今年度のオープンス
クールで案内対象とした範囲に、卒業
後の進路先の関係者等も加え、さらに
本校の広報活動を行う。

○教員合同防災研修で先生たちが
真剣に考えている姿が見られ、ま
た担当の子どもだけでなく他クラス
の子どものこともよく知って考えて
いると感じて良かった。
○放課後等デイサービスなど福祉
との連携は大切にし今後も取り組
んでいく。

安全・安心な学校づくり

（危機管理）
○児童生徒への防災教育を通じて
安全への意識を高め、防災計画を
見直す。

○自他の安全対策等について考
え、本校の防災に活かしていく。

○避難訓練等でBCPを基にした役
割や動きができるか確認を行う。
○防災研修を通して、より実践的
な福祉避難所の運営の仕方につ
いて学ぶ。

○学習場面の中に、防災や免災の
要素を取り入れ、環境も含めた自
他の危機管理意識を高める。

○BCP（事業継続計画）の再構築
を図る。
○「福祉避難所」の運営に向けて
の知識や技能を身につける。

○自他共に安全に過ごせる教室や
学校作りを行う。 87%

○BCP（第２版）を作成し、とくに福祉避
難所運営に特化した研修等を行った。
教員を中心に非常事態発生時の対応
について考えることができたと考えてい
る。また、BCP（第２版）については、年
度末に示し、周知を行いたいと考えて
いる。
○教室内の環境については、飛散の恐
れがあるものを棚等高い場所に置かな
い等、各学部で配慮されてきている。

○次年度は、本校のBCP（第３版）完成
を目指し、非常時発生に迅速に対応で
きる計画と研修を行っていく。

○身の回りの安全を考えた備蓄品の
配置や教室環境の改善にも取り組んで
いく。

○防災計画や災害対応などを関係機
関とも連携して行っていく。また、障害
者デイサービスセンターとも連携できる
と良いのでは。

○安全について学校前道路が道幅が
狭いがスピードを出す車もあり危険で
ある。福祉ゾーンの指定など対策がで
きれば良いと考える。

施策目標
基本施策

令和５年度(2023年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立伊丹特別支援学校】                                                                                               
教育目標 豊かな心、たくましく生きる力

重点目標
「チーム伊丹特別」として一丸となり教育目標実現のため互いに高め合おう
①本校の児童生徒の実態に応じた適切な教育課程の編成を行い、教員の指導力を向上し児童生徒一人ひとりの力を伸ばす②卒業後の進路や生活を見据え、肢体不自由特別支援学校としての取組の
充実と関係機関との連携を大事にし、保護者への積極的な情報発信や丁寧な相談を行う③安全で安心な学校づくり④センター的機能の充実⑤意欲とゆとりと愛情が感じられる職場づくり

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

教育相談・支援体制の充
実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実

卒業後の進路や生活
を見据え自立して社会
に参加する力の育成

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

教職員の資質向上

①研修等の充実

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

学校を支える組織体制の
整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

（管理職）
○学校運営協議会の活性化と熟議の促進

（総務　ICTとオープンスクール関係者）
○市内学校園や本校児童生徒に関わる福祉事業所等の関
係者に本校の広報活動を行う。

安全・安心な教育環境の
充実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進

学
校
教
育

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成

新しい時代に対応
した教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

ICT機器の有効な活
用とデジタル化の促
進

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組織
的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

豊かな人間関係の
形成とたくましく生き
る力の獲得

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動
の推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

○ICT機器の活用が推進されてい
る。授業での有効活用や家庭との
連携により有効な活用を模索し推
進してほしい。

○子どもたちは学校大好きで楽しく
通えている。いろいろな人との関わ
りを今後も大事にしてほしい。

○進路先の情報や福祉制度の情
報などニーズが多様ではあるが、
情報発信に努めてほしい。
○卒業生保護者の話を聞く機会を
設けるなど具体的な卒業後をイ
メージしたり福祉制度のついての
情報を得たりする機会があれば良
いのでは。

学校関係者評価総括
学校は、個々の児童生徒の実態に応じて指導支援の工夫を行っており、教職員もしっかり取り組んでいる。また、クラス担任全員でクラス全員の子どもたちは指導する体制は安心できる。医療的ケアの体制や通学保障などの課題、
福祉、医療、地域などとの連携などは、今後もより良いものを目指し取り組んでいく必要がある。

次年度に向けた重点的な改善点
○「チーム伊丹特別」として全職員がそれぞれの役割に応じてすべての子どもたちと関わり育てるという視点で連携協力し教育活動に取り組む。
○卒業後を見据えてつけたい力を意識し授業の系統性や指導の積み上げを考慮した授業改善に取り組む。
○安全安心な学校つくりのため、医療的ケアの体制整備や危機管理体制、防災教育等に取り組む。

(校内保健）
○児童生徒の実態に応じて、健康の保持・増進をは
かると共に命を大切にする心を育てる。

（医療的ケア）
○医療的ケア安全委員会における情報共有及び協
議を通して、安全な医療的ケアの実施体制を構築す
る。

（食育）
○各教科や給食の時間において、児童生徒の実態
に応じた食育を実践する。



主要
施策

項目 重点項目 具体的施策 達成目標 A B C D グラフ

「確かな学力」の育成

①授業改善
②誰一人取り残さない取組
③学校・家庭・地域の連携

適切な実態把握に基づく、自立活
動の充実や類型を意識したカリ
キュラムマネジメントの推進

（教育課程）
○個別の教育支援計画や個別の指導計画を活用し、一
人ひとりに応じた指導・支援の充実を図る。

（自立活動）
○実態に応じた相談、健診、研修を活用し、自立活動や
各授業に生かす。

（研究推進）
○研究テーマ『生き方を豊かにする力を育む授業～教
科等の系統性（小学部－中学部－高等部）に着目して
～』に基づく授業づくりを目指し、授業研究に取り組む。

○これまでの指導・支援の評価や実態把握を踏まえて、
ＰＤＣＡサイクルで個別の教育支援計画や個別の指導計
画を作成する。

○各相談において、授業の中で相談内容を生かすこと
ができるように、クラスでの話し合いを提案する。
○クラスで助言内容を確認後、職朝くんを活用して閲覧
を呼びかけ、学校全体で情報を共有する。

○アセスメントチェックリストの活用について、クラス研や
研究全体会を通して理解を深める。
○『見て学ぶ』公開授業を実施する。
○クラス研の中で自分の実践について話題提供し、テー
マをもとに話し合う。
○研究全体会を実施する。

○過去の評価を活かして、個別の教育支援計画や個別
の指導計画の目標や手立てを検討し、設定する。

○相談内容を参考に、実態に応じた取り組みを、自立活
動や各授業の中で生かす。
○相談内容を共有することで、知識を広げたり、日々の
実践に活用したりする。

○アセスメントチェックリストの内容や発達項目を理解
し、実態と照らし合わせチェックする。
○題材設定や支援方法について知り、自分の授業づくり
に活かす。
○自分の実践について振り返り、良い点や改善点に気
づき、自分の今後の実践に活かす。
○研究全体会を通して学んだことを、授業づくりにつな
げる。発達段階の特徴について、理解する。

14 25 0 0

（小学部）
○児童個々の実態を考慮して、適切なICT機器を選択
し、児童の自ら選択して楽しむ力を育成する。

○児童個々の実態や活動に応じて、適切なICT機器を
選択し、活用の仕方を指導する。
○様々な経験を通して児童が自らの好きなものやことに
気付き、相手に伝える活動を設定する。

○授業で、VOCA、iPad、スイッチなど、個々の実態に応
じたICT機器を使用した適切な活動を設定する。
○児童が、自らの好きな活動を選択する場面を設定す
る。

10 9 0 0

（中学部）
○積極的に学校からの情報を発信し、開かれた学校を
目指す。

○校内の掲示板や日々の連絡帳、ホームページの中学
部の様子、Google Classroomで配信する学部通信等で、
学校における学習内容等を家庭に伝達し、共有する。

○掲示板では、中学部全体の教育活動について発信す
る。連絡帳や学部通信では、各生徒の学習について、よ
り具体的な内容の伝達をする。さらに、ホームページで
日頃の学習内容を写真付きで発信し、生徒の様子を伝
達する。

6 8 0 0

（高等部）
○授業の取組や案内等の発信などを積極的に行い、開
かれた学校を目指す。

○日々の連絡帳や授業の様子をホームページや
Googleclassroomで配信し、保護者や地域に向けて情報
を発信する。

○毎日の連絡帳で授業の様子等を記入する。
○生徒の様子を載せた学部通信の発行やホームページ
の更新を行う。

7 7 0 0

（デジタル化の促進　ICT）
○ICT機器の活用の促進と、その効果の周知を行う。

○校内で活用されているICT機器のアンケートの実施や
アプリケーションの活用例の紹介を行う。

○職員に対してのアンケートの結果で日常的にICT機器
を活用する項目に8割以上の結果を得る。

14 24 1 0

（小学部）
○日々の授業を通して、自分の気持ちを表現する力や
互いの存在を認め合い友達に働きかける心を育てる。

○学部全体やクラスを超えた学習集団等を適切に編成
する。

○それぞれの集団学習の中で、児童が他者と関わる力
をつけられるような内容や場面を設定する。

11 8 0 0

（中学部）
○人とのふれ合いを通し、コミュニケーションの力や相手
を思いやる心を育てる。

○道徳や社会体験学習、日々の授業や学校行事の中
で、多くの人と関わり合いを広げる。

○学校内外の多くの人と関わる機会を設け、生徒自身
がコミュニケーション力を発揮し、相手とつながる体験を
する。

9 5 0 0

(高等部）
〇日々の学習や、他校、地域の方との交流を通して、コ
ミュニケーションの力を伸ばしたり、相手を思いやる心を
育てたりする。

○日々の学習や交流学習、校外学習、現場施設実習な
どの活動で、多くの人と関わりを持つ。

○校内外問わず、多くの人と関わりを持ち、生徒自身が
コミュニケーション力を発揮し、自分の考えを伝えたり、
他者の考えを知る機会を多く設定したりする。

6 8 0 0

○個々の状況に応じた配慮及び行事に係る健康管理を
行う。
○会議や研修で児童生徒の健康に関する情報共有を
し、全職員で共通理解を図る。

○校内における児童生徒の健康に関する情報共有、学
校と医療の連携を図る。
○日頃の健康管理や緊急対応、安全に行事等を行える
よう、教職員に啓発等を行う。

17 22 0 0

○「医療的ケアBOOK（教職員用ハンドブック）」を活用
し、看護師や養護教諭、教職員間の役割分担と連携を
円滑に行う。

○「医療的ケアBOOK（教職員用ハンドブック）」の活用に
ついて周知でき、担任クラスの児童生徒の安全な医療
的ケアの実施に役立てる。

4 31 4 0

○個々の口腔機能を把握し、適切な食形態や摂食指導
の方法を考える。
○各教科や給食で日本の伝統的な食文化を学ぶ。

○保護者や教職員間で連携し、個々の実態や課題を明
確にしたうえで安全な摂食指導を行う。
○日本や外国の行事食についての授業をしたり、給食
で行事食や郷土料理を提供することで、伝統的な食文
化を継承する。

21 18 0 0

（キャリア教育）
○児童生徒の発達段階や発達課題を踏まえたキャリア
教育の推進・充実を図る。

○キャリア教育全体計画における児童生徒に身に付け
させたい資質・能力を踏まえて、教育活動を展開する。

○各授業の目標や活動と関連する資質・能力を年間指
導計画に明記し、実践する。

10 29 0 0

（進路）
○個々の適正や希望、課題等を把握し、一人ひとりの願
いに応じた進路先の開拓に努め、本人と保護者の進路
選択・進路決定を指導・支援する。

○担任や保護者と共有しながら、関係諸機関と連絡を密
にする。進路説明会や福祉合同説明会、進路便りの発
行や面談を実施し、情報を提供する。

○関係諸機関と連携協力し、進路先の選択肢を広げる。
本人と保護者の願いを理解し、進路選択・進路決定に役
立つ情報を提供する。

10 29 0 0

一歩進んだセンター的機能の充実

（センター的機能）
○本校の特別支援教育に関する専門性の向上を目指
す。
○特別支援教育における地域のセンター的機能の充実
を図り、教育相談、巡回相談、学校園等コンサルテー
ション、特別支援教育実践講座の企画など、各事業を円
滑に実施する。

○本校の教員がセンター的機能に関われることができる
よう学校園等コンサルテーションの同行を実施する。
○要請のあった学校園の支援体制に応じて段階的に学
校園等コンサルテーションを実施する。
○特別支援教育実践講座の実施（９講座）運営をする。
○市内の肢体不自由のある幼児・児童・生徒、肢体不自
由学級担任、保護者に対する相談を充実させる。

○同行した教員の学校園等コンサルテーションへの理
解が深まる。
○経験の浅いコーディネーターに対し、コーディネーター
の仕事について助言する。
○実践講座の参加申し込みや研修会後のアンケートに
ついてGoogleフォームを活用する。
○市内の肢体不自由のある幼児・児童・生徒、肢体不自
由学級担任、保護者と継続した関わりが持つ。

23 16 0 0

人材育成

（研究推進）
○肢体不自由特別支援学校教員としての専門性を高め
るため、校内研修を斡旋し、取りまとめる。

○数年スパンでの校内研修実施計画を進める。
○校内研修の内容を精選する。
○実施状況を取りまとめる。

○研修を受けて自分の実践に活かす。

17 22 0 0

○学校運営協議会の委員に地域自治会の方を加え、地
域への発信力を高めると共に学校の現状を知ってもらい
連携体制の構築を図る。

○ホームページ等で本校の広報を行うとともに、オープ
ンスクールを年間２回実施する。

○学校運営協議会での取り組みをコミュスクだよりの発
行や職員合同研修等により保護者や職員と共有する。

○より幅広い関係機関に案内し、オープンスクールへの
参加者数を増やす。 16 23 0 0

安全・安心な学校づくり

（危機管理）
○児童生徒への防災教育を通じて安全への意識を高
め、防災計画を見直す。

○自他の安全対策等について考え、本校の防災に活か
していく。

○避難訓練等でBCPを基にした役割や動きができるか
確認を行う。
○防災研修を通して、より実践的な福祉避難所の運営
の仕方について学ぶ。
○学習場面の中に、防災や免災の要素を取り入れ、環
境も含めた自他の危機管理意識を高める。

○BCP（事業継続計画）の再構築を図る。
○「福祉避難所」の運営に向けての知識や技能を身に
つける。

○自他共に安全に過ごせる教室や学校作りを行う。

16 22 1 0
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施策目標
基本施策

学
校
教
育

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
児
童
・
生
徒
の
育
成

新しい時代に対応した教育の推進

①情報活用能力の育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

ICT機器の有効な活用とデジタ
ル化の促進

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防止、早期発見、早期対応
に向けての組織的な取組の推進
③不登校の児童生徒やその保護者への支援
体制の充実
④体験活動等の実施

豊かな人間関係の形成とたくま
しく生きる力の獲得

「健やかな体」の育成

①児童生徒の体力向上の促進
②魅力ある部活動の推進
③発達段階に応じた健全な食育の推進

(校内保健）
○児童生徒の実態に応じて、健康の保持・増進をはかると共に命を大切にする心を
育てる。

（医療的ケア）
○医療的ケア安全委員会における情報共有及び協議を通して、安全な医療的ケア
の実施体制を構築する。

（食育）
○各教科や給食の時間において、児童生徒の実態に応じた食育を実践する。

教育相談・支援体制の充実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーの活用
③教育相談の充実

卒業後の進路や生活を見据え自立
して社会に参加する力の育成

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活性化
②特別支援教育の充実

教職員の資質向上

①研修等の充実

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

学校を支える組織体制の整備

①コミュニティ・スクールの充実
②地域と学校の連携・協働体制の構築

（管理職）
○学校運営協議会の活性化と熟議の促進

（総務　ICTとオープンスクール関係者）
○市内学校園や放課後等デイサービス等の関係者に本校の広報活動を行う。

安全・安心な教育環境の充実

①学校園防犯訓練・防災教育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持保全
⑤学校における働き方改革の推進
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